
９　参加料徴収
の有無

６　事業対象・
定員・参加者数

４　申請事業名

３　代表者

あの夏『声をあげた高校生たち』は、いま

７　実施日時

有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人１回　　　　　500円

8月11日午後2－4時、回数は1回

１　受付NO 6

ふりがな

対象　武蔵野市とその周辺に住む市民　　定員　　50人　　　参加者数　　　30人

８　実施場所 武蔵野プレイスフォーラム４F（武蔵野市境南町2－3－18）

学びおくりあい補助金実績報告　Logoフォーム申請　１／２

　申請年月日

２　団体名

「あの夏、声を上げた高校生たちは今」。2021年、核兵器禁止条約が発効した年の
夏、学校の枠を超えて集まった高校生たちが、日本もこの条約に参加してほしいとい
う願いを込めて、署名活動に取り組みました。集まった署名は、1万3千筆を超え、外
務省へと届けられました。
あの夏、声を上げた高校生たちは、今、何を思っているのか。当時活動していたお二
人と、活動を支えてこられた大人の方をお迎えして、お話を伺います。

５　事業目的

フクイサナエ

氏名 福井 早苗

2026年8月15日 15時54分

新日本婦人の会武蔵野支部ひばり班



未回答

４人

学びおくりあい補助金　Logoフォーム申請　２／２

武蔵野プレイス４Fフォーラムにて
核兵器禁止条約について署名活動を行ってきた若者たちに、その経験をシェアしていた
だく目的で開催された講演会
冒頭に、ドキュメンタリー『声をあげる高校生たち ― 核兵器禁止条約に署名・批准を
―』（2023年/監督在原誠治氏）の抜粋を7分余り上映し高校生平和ゼミナールとは何か
概要を伝える。
次に元高校生のお二人のフリートーク
・田原ちひろさん ── 社会人1年目。当時は東京高校生平和ゼミナールの代表を務め
た。
・横道琳人さん ── 大学1年生。高校時代にゼミナールで活動し、今年の夏には広島の
原水禁世界大会に参加した。
後半は、
・沖村民雄さん ── 高校生平和ゼミナールの事務局（元高校教諭）も加わり、質疑応答
や今年の原水禁大会のようすなどを報告。
参加者には、資料として、書籍　『高校生は学び行動する　1954-2025　核のない世界を
めざして』を1冊ずつ配布。

予約はなし、当日自由参加

憲法フォーラムのメーリングリストで数日前に案内
チラシを2000枚作りしんふじん新聞（7月）、赤旗（7月）にて配布（およそ1500枚）
高校生平和ゼミナール事務局にチラシ200枚を送付し、認知度をあげてもらうための協力
を呼び掛ける。
武蔵境駅で配布（7月末頃）およそ300枚

どちらでもない

０人

まあまあ

０人

10　事業内容

14　学びおくりあいアン
ケート回答者人数

15　学びお
くりあいア
ンケート集

計結果

今日学んだこと
を誰かに伝えた
いと思いますか

12　広報方法

11　募集方法

26人

とても

26人

13　成果・効果

あまり

０人

ぜんぜん

０人

元高校生の署名運動の葛藤や頑張りを聞くことで、参加者にも改めて平和の尊さ、活動の意義が
伝わりました。

（70代の府中市の方の感想）
若い方々を応援していくシニアでありたいと改めて思いました。今日、お話しを聞く機会を得ら
れてとても良かったです。（多くの人に伝えたいと思います）是非、世界中の若い方々とつなが
り、この願いを対話を通じて核兵器をなくす世界の実現にむかってすすめていってほしいと思い
ます。東京の各地で行われている署名活動に署名すること、参加したいと思いました。
（50代の武蔵野市の方）
核兵器をなくすためにどうしたら良いか、平和を考えていくために戦争体験を次世代にどう伝え
ていくかを考えさせられました。ありがとうございました。
（30代の武蔵野市の方）
偶然、登壇者の方と知り合うきっかけがあり、参加しました。街頭での署名活動など、平和ゼミ
ナールのについては全く知らなかったので、これまでの活動についてや、直近の活動について、
知ることができて良かったです。核の問題が生活と地続きという感覚はなかったので、はっとさ
せられました。今後のニュース等もこの発見とともに見ていきたいです。
（20代の調布市の方）
高校生や大学生が平和について取り組んで活動しているのは本当に社会を良くする上で重要で良
い事だなと思ったのと、社会人の平和ゼミナールも作ったら、もっと繋がりが広がって和ができ
て良いのではない
かと思いました。
（80代の武蔵野市の方）
若いお二人の行動に、見習わなければ…と思いました。署名行動に立っていても見知らぬ感じで
通り過ぎる人も多く、それを乗りこえて署名活動を続ける学生平和ゼミナールの皆さん、尊敬で
す。
（30代の葛飾区の方）
若い世代の方々が自分達の考えで行動をおこしていることに感動しました。自分で考え、人々に
想いを伝えていくことの大切さは世代や年齢など関係ないのだと再確認させていただ
きました。是非、自分達の時代の空気を記録しておいていただきたいです。各時代、各世代に
きっと共通する感性があり、それが財産になると思いました。素晴らしい時間をありがとうござ
いました。

など、感想をいただきました。


